
(57)【要約】

【課題】深く且つ任意の深さ位置に安定して施工するこ

とのできる鋼管杭の先端拡張構造を提供する。

【解決手段】先端に円錐若しくは角錐状の無垢の尖頭部

材１を付けた鋼管２の先端外径部に、先端に切刃が形成

された筒体２を嵌着し、該筒体を嵌着した鋼管２内に、

Ｖ字立上がり角度で立上がらせて斜め下方向放射状に複

数の爪刃４，４，・・・を形成した拡張部材５と圧入部

材６を内蔵してなり、該拡張部材のＶ字立上がり角度に

圧入部材６を圧入して開拡することにより拡張部材の爪

刃４，４，・・・を筒体３の外へ斜め下方向放射状に拡

張させるようにした鋼管杭の先端拡張構造であり、該先

端拡張構造の鋼管の上端に、定尺に切断された同径の鋼

管を継ぎ足しながら打込み、所定の打込み深さで前記拡

張部材５の爪刃４，４，・・・を拡張させて施工する。

打込み部材７は、打込むための一実施形態である。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 に 円 錐 若 し く は 角 錐 状 の 無 垢 の 尖 頭 部 材 を 付 け た 鋼 管 の 先 端 外 径 部 に 、 先 端 に 切 刃
が 形 成 さ れ た 筒 体 を 嵌 着 し 、 該 筒 体 を 嵌 着 し た 鋼 管 内 に 、 Ｖ 字 立 上 が り 角 度 で 立 上 が ら せ
て 斜 め 下 方 向 放 射 状 に 複 数 の 爪 刃 が 形 成 さ れ た 拡 張 部 材 と 圧 入 部 材 を 内 蔵 し て な り 、 拡 張
部 材 の Ｖ 字 立 上 が り 角 度 を 圧 入 部 材 で 開 拡 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 複 数 の 爪 刃 を 前 記 筒 体
外 へ 斜 め 下 方 向 放 射 状 に 拡 張 さ せ る 構 造 に し て な る こ と を 特 徴 と す る 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構
造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 無 垢 の 尖 頭 部 材 を 付 け た 鋼 管 内 に 、 複 数 の 爪 刃 の 位 置 に 合 わ せ て 割 り 出 し 形 成 さ れ た 楔
状 の 圧 入 部 材 が 嵌 入 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 無 垢 の 尖 頭 部 材 を 付 け た 鋼 管 内 に 、 尖 頭 部 材 の 背 面 を 打 撃 し て 打 込 む た め の 打 込 み 部 材
が 、 拡 張 部 材 の 爪 刃 と 爪 刃 の 間 隙 に 脚 立 て し て 嵌 入 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 建 物 や 土 木 構 築 物 等 の 不 同 沈 下 を 防 止 す る た め の 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構 造 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 物 や 土 木 構 築 物 等 の 重 心 位 置 や 軟 弱 地 盤 の 層 厚 等 の 違 い に よ り 建 物 や 土 木 構 築 物 が 不
同 沈 下 す る こ と が あ る 。 建 物 や 土 木 構 築 物 の 不 同 沈 下 を 防 止 す る 方 策 と し て は 、 従 来 、 杭
を 地 下 の 硬 い 地 盤 ま で 打 ち 込 み 、 杭 に よ り 支 持 す る 施 工 が 行 わ れ て き て い る 。 不 同 沈 下 で
用 い ら れ る 杭 は 、 鋼 管 杭 が 一 般 的 で あ り 、 そ の 鋼 管 杭 は 先 端 形 状 が 素 管 か テ ー パ ー 管 、 若
し く は 螺 旋 翼 管 で あ っ て 、 そ の 施 工 方 法 は 建 物 や 土 木 構 築 物 本 体 の 自 重 を 反 力 と し た 油 圧
ジ ャ ッ キ で の 圧 入 若 し く は 旋 回 さ せ な が ら の 圧 入 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 又 、 打 込 杭 や 管 状 杭 の 先 端 に 尖 頭 部 を 有 し 、 該 尖 頭 部 の 案 内 面 に 押 し 付 け て ガ イ ド さ せ
る こ と に よ り 複 数 の 脚 や 補 強 部 材 を 放 射 状 に 拡 げ て 支 持 力 を 増 大 さ せ 、 安 定 し た 支 持 の 打
込 杭 や 管 状 杭 を 得 る 技 術 も 開 示 さ れ 、 公 知 と な っ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， 特 許 文
献 ２ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － ２ ２ １ ４ １ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ３ ４ ６ ５ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 先 端 形 状 が 素 管 か テ ー パ ー 管 の 場 合 、 打 込 み 時 に 先 端 が 潰 れ た り 、
不 同 沈 下 防 止 の 施 工 後 に 再 沈 下 す る こ と 、 及 び 打 込 み 到 達 深 さ が 比 較 的 浅 い 場 合 や 軟 弱 地
盤 の 場 合 は 良 い が 、 打 込 み 到 達 深 さ が 深 か っ た り 、 硬 い 地 盤 に 打 込 む 場 合 は 、 建 物 や 土 木
構 築 物 本 体 が 油 圧 ジ ャ ッ キ の 圧 入 に よ り 持 ち 上 げ ら れ る な ど の 問 題 点 が あ り 、 先 端 形 状 が
螺 旋 翼 管 の 場 合 は 、 旋 回 に よ る 打 込 み 効 果 と 摩 擦 効 果 に よ る 安 定 し た 支 持 は 得 ら れ る が 、
周 辺 地 盤 を 乱 し て し ま う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 又 、 上 記 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ に 技 術 は 、 不 同 沈 下 を 防 止 す る に は 有 効 で あ る が 、 安
定 し た 状 態 で 深 く 且 つ 任 意 の 深 さ 位 置 に 施 工 す る に は 適 用 し 難 い 問 題 点 が あ る 。
　 本 考 案 は 、 以 上 記 述 し た よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構 造 及 び 鋼 管
杭 の 先 端 拡 張 施 工 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 達 成 す る た め 、 以 下 に 記 載 す る よ う な 手 段 を 講 じ て な る 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構
造 及 び 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 施 工 方 法 と す る も の で あ る 。 す な わ ち 、
（ １ ） 先 端 に 円 錐 若 し く は 角 錐 状 の 無 垢 の 尖 頭 部 材 を 付 け た 鋼 管 の 先 端 外 径 部 に 、 先 端 に
切 刃 が 形 成 さ れ た 筒 体 を 嵌 着 固 定 し 、 該 筒 体 を 嵌 着 固 定 し た 鋼 管 内 に 、 Ｖ 字 立 上 が り 角 度
で 立 上 が ら せ て 斜 め 下 方 向 放 射 状 に 複 数 の 爪 刃 が 形 成 さ れ た 拡 張 部 材 と 圧 入 部 材 を 内 蔵 し
て な り 、 拡 張 部 材 の Ｖ 字 立 上 が り 角 度 を 圧 入 部 材 で 開 拡 す る こ と に よ り 、 前 記 複 数 の 爪 刃
を 前 記 筒 体 外 へ 斜 め 下 方 向 放 射 状 に 拡 張 さ せ る 構 造 に し て な る こ と を 特 徴 と す る 鋼 管 杭 の
先 端 拡 張 構 造 。
（ ２ ） 無 垢 の 尖 頭 部 材 を 付 け た 鋼 管 内 に 、 複 数 の 爪 刃 の 位 置 に 合 わ せ て 割 出 し 形 成 さ れ た
楔 状 の 圧 入 部 材 が 嵌 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ １ ） 記 載 の 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構
造 。
（ ３ ） 無 垢 の 尖 頭 部 材 を 付 け た 鋼 管 内 に 、 尖 頭 部 材 の 背 面 を 打 撃 し て 打 込 む た め の 打 込 み
部 材 が 、 拡 張 部 材 の 爪 刃 と 爪 刃 の 間 隙 に 脚 立 て し て 嵌 入 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 前 項
（ １ ） 又 は （ ２ ） 記 載 の 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構 造 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 手 段 を 講 じ た 本 考 案 に よ れ ば 、 以 下 に 記 載 す る よ う な 効 果 を 奏 す る 。 す な わ ち 、
（ １ ） 鋼 管 杭 の 先 端 が 、 無 垢 の 円 錐 状 若 し く は 角 錐 状 の 尖 頭 部 材 で 、 外 径 部 に 切 刃 を 有 す
る 筒 体 を 嵌 着 し た も の で あ る か ら 、 鋼 管 杭 が 位 置 ず れ す る こ と な く 安 定 し た 打 込 み が で き
る と 共 に 、 先 端 が 潰 れ た り す る の を 防 止 す る の に 効 果 を 奏 す る 。
（ ２ ） 尖 頭 部 材 の 背 面 に 脚 立 て し た 鋼 管 内 の 打 込 み 部 材 に 、 錘 （ モ ン ケ ン 錘 ） を 落 下 さ せ
て 打 撃 し 、 打 込 む 構 造 で あ り 、 鋼 管 の 座 屈 が 防 止 さ れ て 深 く 打 込 む の に 効 果 を 奏 す る 。
（ ３ ） 錘 （ モ ン ケ ン 錘 ） を 落 下 さ せ て 、 鋼 管 内 の 拡 張 部 材 の Ｖ 字 立 上 が り 角 度 を 開 拡 さ せ
、 拡 張 部 材 の 爪 刃 を 拡 張 さ せ る 構 造 で あ り 、 任 意 の 深 さ 位 置 で の 先 端 拡 張 施 工 を 行 う の に
効 果 を 奏 す る 。
（ ４ ） 定 尺 に 切 断 し た 同 径 の 鋼 管 を 継 ぎ 足 し な が ら 打 込 ん で 施 工 す る 構 造 で あ り 、 、 任 意
の 深 さ 位 置 に 打 込 む の に 効 果 を 奏 す る と 共 に 、 定 尺 に 切 断 す る こ と に よ り 鋼 管 の 取 扱 い が
や り や す く な る 。
（ ５ ） 鋼 管 内 に 砕 石 を 挿 填 し 、 挿 填 さ れ た 砕 石 に 上 方 か ら 加 圧 す る こ と も 可 能 で あ り 、 建
物 や 土 木 構 築 物 等 の 基 礎 下 面 に 鋼 管 杭 の 上 端 部 を サ ポ ー ト し て 、 油 圧 ジ ャ ッ キ 等 に よ り 任
意 の 深 さ 位 置 で の 先 端 拡 張 施 工 が 行 え る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 、 以 下 に 記 載 す る 実 施 例 に て 、 実 施 例 を 示 す 図 面
を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 実 施 例 を 示 す 図 面 は 、 本 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の
形 態 で あ る が 、 本 考 案 は 必 ず し も こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 考 案 に 係 る 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構 造 の 実 施 例 を 示 す 図 面 で 、 （ Ａ ） は そ の 縦 断
面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の Ａ － Ａ 矢 視 平 面 図 で あ る 。 図 示 す る よ う に 、 本 考 案 に 係 る
鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構 造 は 、 先 端 に 円 錐 若 し く は 角 錐 状 の 無 垢 の 尖 頭 部 材 １ を 付 け た 鋼 管 ２
の 先 端 外 径 部 に 、 先 端 に 切 刃 が 形 成 さ れ た 筒 体 ３ を 嵌 着 し 、 該 筒 体 を 嵌 着 し た 鋼 管 ２ 内 に
、 Ｖ 字 立 上 が り 角 度 で 立 上 が ら せ て 斜 め 下 方 向 放 射 状 に 複 数 の 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ を 形 成
し た 拡 張 部 材 ５ 圧 入 部 材 ６ が 内 蔵 し て あ り 、 拡 張 部 材 ５ の Ｖ 字 立 上 が り 角 度 Ｔ を 圧 入 部 材
６ の 圧 入 で 開 拡 す る こ と に よ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 前 記 複 数 の 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ を 筒 体
３ の 外 へ 斜 め 下 方 向 放 射 状 に 拡 張 さ せ る 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 鋼 管 ２ の 先 端 に 付 け た 尖 頭 部 材 １ は 、 鋼 管 ２ が 丸 鋼 管 の 場 合 は 、 円 錐 状 に 先 を 尖 ら せ 、

10

20

30

40

50

(3) JP 3135734 U 2007.9.27



鋼 管 ２ が 角 鋼 管 の 場 は 角 錐 状 に 先 を 尖 ら せ て 鋼 管 ２ の 先 端 に 溶 接 等 で 付 け て あ り 、 そ の 先
端 外 径 部 に 筒 体 ３ が 嵌 着 さ れ て 溶 接 等 で 固 着 さ れ て い る 。 尖 頭 部 材 １ の 背 面 に は 拡 張 部 材
５ の Ｖ 字 立 上 が り 部 の 下 端 を 中 心 部 で 支 持 す る た め の 凹 穴 １ ａ が 設 け ら れ 、 鋼 管 ２ と 筒 体
３ に は 拡 張 部 材 ５ の 爪 刃 ４ ， ・ ・ ・ が 筒 体 ３ の 外 へ 斜 め 下 方 向 放 射 状 に 突 き 出 し て 拡 張 す
る た め の 窓 口 ３ ａ が 設 け て あ り 、 筒 体 ３ の 先 端 に は 切 刃 ３ ｂ を 設 け て 、 位 置 ず れ な く 安 定
し た 状 態 で 打 ち 込 め る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 尖 頭 部 材 １ は 、 比 較 的 に 硬 い 鋼 材 を 使 用 し て 無 垢 に 加 工 す る と 共 に 、 先 端 の 尖 り 部
は 丸 み を つ け て 形 成 す る こ と に よ り 潰 れ を 防 止 し 、 筒 体 ３ も 比 較 的 硬 い 鋼 管 等 に よ り 、 先
端 に 尖 り エ ッ ジ の 切 刃 ３ ｂ を 形 成 す る の が 望 ま し く 、 拡 張 部 材 ５ は 、 折 れ に く く 靱 性 の あ
る 鋼 材 で 加 工 し て 形 成 さ れ る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 拡 張 部 材 ５ は 、 図 ３ に 示 す よ う な 形 状 を 呈 し 、 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ は 、 本 実 施 例 で
は 、 ４ 方 向 の 斜 め 下 方 向 放 射 状 に 等 分 に 割 り 出 さ れ て 形 成 さ れ た も の で あ る が 、 こ れ に 限
定 さ れ る も の で は な い 。 お お む ね ３ ～ ８ 方 向 の 斜 め 下 方 向 放 射 状 に 割 り 出 さ れ た も の が 好
適 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 圧 入 部 入 部 材 ６ は 、 前 記 放 射 状 に 割 り 出 さ れ た 複 数 の 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ の 位 置 に 合 わ
せ て 形 成 さ れ た 楔 状 の 圧 入 部 材 で あ り 、 例 え ば 本 実 施 例 の よ う に 複 数 の 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・
・ が ４ 方 向 に 等 分 に 割 り 出 さ れ て 放 射 状 に 形 成 さ れ た 拡 張 部 材 ５ （ 図 ３ 図 示 ） を 開 拡 し て
拡 張 さ せ る 圧 入 部 材 ６ は 、 図 ４ に 示 す よ う な 十 字 状 に 割 り 出 さ れ た 楔 状 ６ ａ ， ６ ａ ， ・ ・
・ を 有 す る 形 状 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 拡 張 部 材 ５ の 爪 刃 と 爪 刃 の 間 、 及 び 前 記 圧 入 部 材 ６ の 楔 部 と 楔 部 の 間 の 間 隙 部 に は
、 脚 ７ ａ ， ７ ａ ， ・ ・ ・ に よ り 脚 立 て さ れ た 打 込 み 部 材 ７ が 嵌 入 さ れ 、 前 記 尖 頭 部 材 １ の
背 面 を 打 撃 し て 尖 頭 部 材 １ を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 筒 体 ３ 及 び 鋼 管 ２ が 打 ち 込 ま れ る よ う
に な っ て い る 。 打 込 み 部 材 ７ は 、 図 ５ に 示 す よ う な 脚 ７ ａ ， ７ ａ ， ・ ・ ・ を 有 し 、 内 径 穴
７ ｂ を 有 す る 形 状 で あ り 、 内 径 穴 ７ ｂ に モ ン ケ ン 錘 等 の 先 端 部 を 小 径 に し て 通 し 、 圧 入 部
材 ６ に 打 撃 を 加 え て 押 圧 し 、 拡 張 部 材 ５ を 開 拡 し て 、 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ を 斜 め 下 方 向 放
射 状 に 拡 張 さ せ る 。
　 な お 、 前 記 圧 入 部 材 ６ は 、 前 記 モ ン ケ ン 錘 等 に よ り 打 撃 す る 以 外 に 砕 石 等 を 鋼 管 ２ 内 に
挿 填 し 、 該 挿 填 さ れ た 砕 石 等 に 上 方 か ら 油 圧 ジ ャ ッ キ 等 で 加 圧 し て 圧 入 部 材 ６ を 押 圧 し 、
拡 張 部 材 を 開 拡 し て 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ を 放 射 状 に 拡 張 さ せ る や り 方 も 行 わ れ る 。 こ の 場
合 、 前 記 打 込 み 部 材 ７ は 鋼 管 ２ 内 か ら 取 り 外 し て お く 必 要 が あ る 。
【 施 工 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ は 、 モ ン ケ ン ウ ィ ン チ ８ に よ り 、 ワ イ ヤ ー ９ で 吊 り 下 げ ら れ た 棒 状 の モ ン ケ ン 錘 １
０ を 鋼 管 内 に 落 下 さ せ て 、 定 尺 に 切 断 さ れ た 鋼 管 を 継 ぎ 足 し な が ら 打 ち 込 む 鋼 管 杭 の 打 込
み 例 で あ り 、 図 ７ は 所 定 の 位 置 ま で 打 ち 込 ん だ 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ６ に お い て 、 ワ イ ヤ ー ９ で 吊 り 下 げ ら れ た モ ン ケ ン 錘 １ ０ を 落 下 さ せ る と 、 打 込 み 部
材 ７ の 上 端 面 が 打 撃 さ れ 、 打 込 み 部 材 ７ の 脚 ７ ａ ， ７ ａ ， ・ ・ ・ で 尖 頭 部 材 １ の 背 面 が 打
撃 さ れ て 尖 頭 部 材 １ が 地 中 に 打 ち 込 ま れ る と 共 に 、 筒 体 ３ の 切 刃 ３ ｂ が 打 ち 込 ま れ て 鋼 管
２ が 下 方 へ 下 が っ て 行 く 。 筒 体 ３ の 切 刃 ３ ｂ が 打 ち 込 ま れ る こ と に よ り 位 置 ず れ が 防 止 さ
れ 、 真 直 ぐ に 安 定 し た 打 ち 込 み が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 打 ち 込 ま れ て 下 方 へ 下 が っ た 鋼 管 の 上 端 に 同 径 の 鋼 管 ２ Ａ を 溶 接 ２ ａ ， ２ ａ ， ・ ・ ・ で
継 ぎ 足 し な が ら 、 繰 返 し モ ン ケ ン 錘 １ ０ を 落 下 さ せ て 所 定 の 深 さ ま で 打 ち 込 む 、 継 ぎ 足 す
鋼 管 ２ Ａ は 、 お お む ね １ ～ ３ ｍ 程 度 に 切 断 さ れ た 定 尺 材 で あ り 、 モ ン ケ ン ウ ィ ン チ 等 で 吊
り 下 げ た モ ン ケ ン 錘 １ ０ の 落 下 に よ る 打 込 み の 場 合 、 ２ ～ ３ ｍ 程 度 の 長 い 定 尺 材 を 使 用 す
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る の が 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 図 ６ に 示 す よ う に し て 所 定 の 深 さ ま で 打 ち 込 ん だ 後 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 モ ン ケ ン
錘 １ ０ の 先 端 に 、 先 端 部 材 １ ０ ａ を 取 付 け 、 該 先 端 部 材 の 打 撃 径 部 が 前 記 打 込 み 部 材 ７ の
内 径 穴 ７ ｂ を 通 過 す る よ う に 小 径 に し て 圧 入 部 材 ６ の 上 面 に 打 撃 を 加 え る こ と に よ り 押 圧
し 、 拡 張 部 材 ５ の 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ が 筒 体 ３ の 外 へ 斜 め 下 方 向 放 射 状 に 拡 張 さ れ る 。
　 圧 入 部 材 ６ の 上 面 に 打 撃 を 加 え て 押 圧 す る こ と に よ り 沈 下 す る 場 合 は 、 鋼 管 の 上 端 を サ
ポ ー ト し て 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 拡 張 部 材 ５ の 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ が 拡 張 し た 状 態 で 、 ワ イ ヤ ー ９ で 吊 り 下 げ ら れ た
モ ン ケ ン 錘 １ ０ 及 び 先 端 部 材 １ ０ ａ を モ ン ケ ン ウ ィ ン チ 等 で 巻 き 上 げ て 取 り 出 す 。
　 圧 入 部 材 ６ と 打 込 み 部 材 ７ は 、 そ の ま ま 鋼 管 ２ 内 に 内 蔵 し て も 良 い が 、 図 ８ に 示 す よ う
に 、 モ ン ケ ン 錘 １ ０ の 先 端 に 取 付 け た 先 端 部 材 １ ０ ａ に 磁 石 １ ０ ｂ を 取 付 け て 、 圧 入 部 材
６ の 上 面 を 吸 着 し 、 モ ン ケ ン 錘 １ ０ を 引 き 上 げ る こ と に よ り 、 打 込 み 部 材 ７ の 頭 部 下 面 が
、 圧 入 部 材 ６ の 上 面 外 周 部 に 掛 か っ て 、 圧 入 部 材 ６ と 打 込 み 部 材 ７ を 同 時 に 引 き 上 げ て 取
り 出 す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の よ う に し て 、 拡 張 部 材 ５ の 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ が 筒 体 ３ の 外 へ 斜 め 下 方 向 放 射 状
に 拡 張 さ れ た 状 態 で 鋼 管 内 に コ ン ク リ ー ト を 流 し 、 窓 口 ３ ａ ， ３ ａ か ら 筒 体 の 外 へ 流 し て
爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ を コ ン ク リ ー ト で 固 め る こ と に よ り 、 軟 弱 地 盤 等 の 場 合 な ど 強 固 な 支
持 が 得 ら れ る 。 鋼 管 ２ Ａ ， ・ ・ ・ の 上 端 は 、 建 物 や 土 木 構 築 物 等 の 基 礎 下 面 に サ ポ ー ト 支
柱 （ 図 示 せ ず ） 等 を 介 し て 固 定 す る 。
【 施 工 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ９ は 、 建 物 等 の 基 礎 下 面 に 油 圧 ジ ャ ッ キ を 設 置 し て 打 ち 込 む 場 合 の 鋼 管 杭 の 打 込 み 例
で あ り 、 図 １ ０ は 、 油 圧 ジ ャ ッ キ で 所 定 の 位 置 ま で 打 ち 込 ん だ 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 例 で あ る
。
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 建 物 等 の 基 礎 １ １ の 下 面 に 油 圧 ジ ャ ッ キ １ ２ を 設 置 し 、 油 圧 ジ ャ ッ
キ １ ２ の プ ッ シ ュ ロ ッ ド 端 に 取 付 け ら れ た 加 圧 プ レ ー ト １ ３ で 、 継 ぎ 足 し た 鋼 管 ２ Ａ の 上
端 を 加 圧 し な が ら 打 ち 込 む 、 継 ぎ 足 す 鋼 管 ２ Ａ は 、 鋼 管 ２ と 同 径 で 前 記 施 工 例 １ の 場 合 と
較 べ て 比 較 的 に 短 い 方 が 望 ま し く 、 お お む ね １ ～ １ ． ５ ｍ 程 度 の 定 尺 材 と す る の が 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 図 ９ の よ う に し て 所 定 の 深 さ ま で 打 ち 込 ん だ 後 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 鋼 管 内 に 砕 石
１ ４ ， ・ ・ ・ を 挿 填 し て 、 継 ぎ 足 し て 打 ち 込 ん だ 鋼 管 ２ Ａ の 上 端 を サ ポ ー ト 支 柱 枠 体 １ ５
で 支 持 し て 基 礎 １ １ の 下 面 に 固 定 し た 状 態 で 、 油 圧 ジ ャ ッ キ １ ２ の プ ッ シ ュ ロ ッ ド 端 に 取
付 け ら れ た 加 圧 プ レ ー ト １ ３ ａ に よ り 、 挿 填 さ れ た 砕 石 １ ４ の 上 端 部 を 加 圧 す る こ と に よ
り 圧 入 部 材 ６ を 押 圧 し 、 拡 張 部 材 ５ の 爪 刃 ４ ， ４ ， ・ ・ ・ を 筒 体 ３ の 外 へ 斜 め 下 方 向 放 射
状 に 拡 張 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 施 工 さ れ る こ と に よ り 、 深 く 真 直 ぐ に 安 定 し た 鋼 管 杭 の 打 ち 込 み が 可 能 で
あ る と 共 に 、 任 意 の 深 さ 位 置 に お け る 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 施 工 が 可 能 と な る
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構 造 の 実 施 例 を 示 す 図 面 で 、 （ Ａ ） は そ の 縦 断 面
図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の Ａ － Ａ 矢 視 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 に 係 る 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 構 造 を 拡 張 さ せ た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 拡 張 部 材 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 圧 入 部 材 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 打 込 み 部 材 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 モ ン ケ ン ウ ィ ン チ に よ り 吊 り 下 げ ら れ た モ ン ケ ン 錘 に よ る 鋼 管 杭 の 打 込 み 例 を 示
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す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 モ ン ケ ン 錘 の 打 込 み 例 に よ る 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 例 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 圧 入 部 材 と 打 込 み 部 材 の 取 出 し 例 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 油 圧 ジ ャ ッ キ に よ る 鋼 管 杭 の 打 込 み 例 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 油 圧 ジ ャ ッ キ で の 砕 石 の 加 圧 に よ る 鋼 管 杭 の 先 端 拡 張 例 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 尖 頭 部 材
　 １ ａ 　 凹 穴
　 ２ ， ２ Ａ 　 鋼 管
　 ３ 　 筒 体
　 ３ ａ 　 窓 口
　 ３ ｂ 　 切 刃
　 ４ 　 爪 刃
　 ５ 　 拡 張 部 材
　 ６ 　 圧 入 部 材
　 ６ ａ 　 楔 部
　 ７ 　 打 込 み 部 材
　 ７ ａ 　 脚
　 ７ ｂ 　 内 径 穴
　 ８ 　 モ ン ケ ン ウ ィ ン チ
　 ９ 　 ワ イ ヤ ー
　 １ ０ 　 モ ン ケ ン 錘
　 １ ０ ａ 　 先 端 部 材
　 １ ０ ｂ 　 磁 石
　 １ １ 　 基 礎
　 １ ２ 　 油 圧 ジ ャ ッ キ
　 １ ３ ， １ ３ ａ 　 加 圧 プ レ ー ト
　 １ ４ 　 砕 石
　 １ ５ 　 サ ポ ー ト 支 柱 枠 体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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